第４回事故事例巡回セミナー開催について
　　　　　　　　　　                     　石油化学工業協会
本巡回セミナーは各種事故への対応、事故原因究明の経験等を有する業界諸先輩の生の声で事例、現場管理の要点の紹介を行い、現場管理者の気づきの機会とするもので、石油化学工業協会　保安・衛生委員会の主催で、昨年２月に第１回を千葉地区で開催した。
今回は、本年２月の第３回の四日市地区に引き続き、第４回として７月２１日(水)に猿丸氏と甲賀氏に講師をお願いし、山口県の周南地区で開催したが、近隣の石化協会員各社より現場管理者を中心に約１７０名が参加者し、半日にわたり熱心に聴講した。
猿丸氏には、４月２０日発生したメキシコ湾原油流出事故の最新情報等ご自身で収集された海外での事故情報についてご講演頂いた。

また、甲賀氏には、自社の火災事故対応の経験から得られた教訓や管理の基本について、解析を交えながらご講演頂いた。
記
１．日　時　　平成２２年７月２１日（水）１３：３０～１７：００
２．場　所   　出光会館（山口県周南市）
３．参加対象

石化協会員の周南、岩国・大竹、宇部地区の事業所の製造課長等
４．参加者数　　１６社１７２名
５．プログラム
	時　　間
	内　　容　（敬称略）

	13：30～13：40
	挨　拶
出光興産㈱執行役員徳山製油所長兼徳山工場長　松下　敬

石油化学工業協会 保安・衛生小委員長　村重　伸顕

	13：40～15：10
	海外の事故事例解析報告に学ぶ

猿丸　浩平（元三菱化学㈱理事・安全工学センター長）

	15：10～15：20
	休　憩

	15：20～16：50
	事故事例に学ぶ火災爆発事故防止

　　　　－理屈通りの事故・不思議な無事故－

甲賀　国男（元旭化成㈱取締役 兼 専務執行役員）


６．講演概要
(1) 「海外の事故事例解析報告に学ぶ」－温故而知新、可以為師牟－
国内外に於ける保安事故の殆どは同じ原因の繰り返し事故である。事故原因についての詳細報告が公開されている海外事故事例を学び、原理原則に基づいた理解を身に付けることが、未然予防に重要であり、応用力に富む知識と事故対応力を得ることと思う。

(2) 「事故事例に学ぶ火災爆発事故防止」－理屈通りの事故・不思議な無事故－

発生直後はその原因が皆目見当がつかない事故も、地道な理詰めの考察により、事故に至る経緯は必ず明らかになる。全ては極めて論理的な経緯、即ち「事故は理屈通り」に発生している。

 一方、いくつかの現場を一定レベルの安全基礎知識で見ると、危険な状態に放置されながらも無事故が保たれている不思議さを経験することも多い。所謂「不思議な無事故」である。これらも見方を変えれば、「偶然と言う幸運」＝「基本原理の誤解」を含めた理屈通りに保たれた無事故である。

従って「理屈」即ち「安全への基礎知識」を駆使すれば、事前の危険予知は可能な筈である。それなのに何故事故を繰り返すのか、原因追求と事前の予知能力向上への仕掛けを具体的に考えてみたい。
７．過去の開催状況
　第１回　２００９年２月　千葉地区

　第２回　２００９年８月　水島地区

　第３回　２０１０年２月　四日市地区
【講演風景】
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　　出光会館（山口県周南市）にて
以　上　






